
平成22年度　岐阜県冬季バスケットボール新人大会
【試合結果】
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下呂はハーフコートマンツーマンDef、垂井北はオールコートマンツーマンDefでスタート。

両チームとも速いパス回しからの攻撃で息をつかない攻防となる。また、全選手が１Ｑから得

点するスタートとなった。２Ｑ、両チームとも３Ｐシュートを放つもリングに嫌われ、なかな

か得点につながらない。そこで垂井北は、＃７のドライブや＃11のポストプレーにより、ゴー

ル下を攻め得点を重ねる。一方下呂も＃７のドライブや＃４のジャンプシュートで得点をする

が、じわじわと引き離され、前半を垂井北の８点リードで終える。

３Ｑ、下呂は積極的にスティールをねらうなど、攻守にリズムができる。一方垂井北は、＃

４、＃７のシュートで得点するが、ややスピードが落ち攻めのパターンが減少し、下呂が追い

つく。４Ｑ、最後の力をふりしぼり、一進一退の攻防が続くが、垂井北は、＃９のスピードあ

るドライブにより、流れを引き寄せる。残り４分以降は、下呂の得点を許さず、反撃をさせな

かった。その結果、垂井北が勝利した。


